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研究成果の概要（和文）：文化的集団淘汰とは、高度に可塑的な社会的学習能力という、生物としてのヒトの特
殊性に注目することで、人間社会に特有の大規模な協力を説明する理論体系である。複数の精緻な理論モデルか
ら構成されているが、その難解さ故に実証研究者からインプリケーションが誤解されやすく、また厳密な実証研
究が行われてこなかった。本研究では、大規模集団実験と大規模多国間比較文化データの分析を通して、文化的
集団淘汰というロジックの正当性を検証た。実験の結果、集団に利益をもたらす戦略が理論から予測される通り
のプロセスで集団の境界を超えて拡散していくこと等が見いだされた。

研究成果の概要（英文）：Cultural group selection is a theoretical framework that explains the 
large-scale cooperation unique to human society by focusing on the human’s unique capacity of 
sophisticated social learning. Empirical researchers have not thoroughly examined the theory 
consisting of a group of formal theoretical models. In this study, we tested the validity of the 
logic of cultural group selection through a large-scale group experiment and analysis of large-scale
 cross-cultural data. As a result of the experiments and data analyses using Bayesian statistical 
models, we found that strategies that benefit the group diffuse across group boundaries in the same 
process as predicted by the theory.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
文化的集団淘汰とは、人間に特有の高度な協力を、人間が進化の過程で獲得した高度で洗練された社会的学習能
力によって説明する抽象的な理論体系であり、人間の進化的起源に関心を持つ研究領域において、大きな注目を
集めている。また人間の協力性は戦争によって生み出されたことを立証した理論体系であると認識されること
で、政治学から哲学に至る広い領域においても人々の耳目を集めている。本研究は、文化的集団淘汰というプロ
セスが実際に駆動しうることを検証したこと、また集団間の致死的な闘争がなくても、文化的集団淘汰が作用す
ることを示した点において、広い領域に大きな学術的インパクトを与えるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
 
なぜ人間という種は、他の生物には見られないほど高度に協力的な社会を生み出し得たの

か？生物学で生まれた『協力の進化』と呼ばれる問いは、1980 年代以降、社会科学においても
盛んに研究されるようになった。21 世紀に入ると、その探求は新たな展開を迎える。遺伝子と
文化の共進化と呼ばれる理論的枠組みの導入である。これは、人間社会においてのみ観察され
る社会化を通した社会規範の内面化や伝達というプロセスを、ダーウィン進化の中に位置づけ
ていく試みである。そしてこの流れの中から、文化的集団淘汰と呼ばれる一群の精緻な理論モ
デルが誕生した。現在では、人間社会に見られる大規模な協力を説明する最も有力的な理論的
枠組として注目を集めている。だが、いくつかの精緻な数理モデルが提唱されたものの、十分
に実証的に検討されているとは言い難い。 
文化的集団淘汰は、主に 2つのプロセスからなる。第一に社会化や同調など複数のメカニズム

によって集団内での表現型の分散が小さくなる一方、集団間の分散が大きくなるプロセスであ
る。こうして集団遺伝学の用語では Wright の FSTが正の大きな値である状況が生じている時、
集団間競争と総称されるプロセスが駆動すると、集団間の境界を超えて向社会的・協力的な規
範が社会の中に拡散することが、理論的に見いだされている。第 1のプロセスについては、小
規模社会を対象としたフィールド研究によって、現実の世界では文化的集団淘汰が駆動するた
めに最低限必要なだけの集団間分散が存在していることが知られている。だが集団間競争と総
称される多様なメカニズムによって、集団に利益をもたらす形質が集団の境界を超えて拡散す
るプロセスについては、逸話的なエピソードが研究者によって指摘されているものの、十分に
検証されていない。また文化的集団淘汰のプロセス全体が実際に生じうるのか、実証的に検証
された例はほとんどない。 
文化的集団淘汰は、人間が持つ高度な社会的可塑性に着目し、ヒトという種の特殊性を説明

しながら、同時に現実の人間社会において観察される文化差をも説明しうる点において、他に
ない理論的優位性を持っている。そこで本研究では、この高度に抽象的な理論的枠組の実証を
目指して、2つのラインから研究を展開した。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、文化的集団淘汰と呼ばれる理論体系を実証的に検討することにある。その
ためまず、文化的集団淘汰の理論モデルで想定されている、複数の集団が存在する状況を実験
室内に再現した大規模集団実験を実施して、理論で想定されているように集団に利益をもたら
す形質が集団の境界を超えて拡散していくかを検討した。文化的集団淘汰の著名なモデルは、
集団間の致死的な戦争によって協力が社会の中に拡散していくことを示したため、文化的集団
淘汰とは戦争によって協力が進化したことを主張する理論体系だと誤解されることが多い。だ
が集団間競争のプロセスは、戦争だけではなく利得に基づく模倣や移住などのメカニズムによ
っても生じうることが理論的に示されている。そこで本実験では、集団間での競争がなく、利
得に基づく模倣のみが作用しうる実験状況を設定した。 
 文化的集団淘汰が持つ最大の強みは、現実の世界で観察されるような協力規範の文化差の存
在を理論的に予測しうる点にある。近年、協力規範の文化差を、それぞれの文化や社会を取り
巻く自然環境によって説明する試みが広まりつつある。だが文化的集団淘汰の理論的枠組によ
れば、こうした文化差は人間が持つ高度な社会的可塑性から生じる複数均衡であり、必ずしも
自然生態環境への適応として生じたとは限らないはずである。本研究では、多国間比較データ
を新たなベイズ統計モデルによって解析することで、この可能性を検証した。 
 
 
３．研究の方法 
 文化的集団淘汰の理論モデルの多くは、公共財問題ゲームにおける協力を対象として構築さ
れている。そして非協力者に対する罰や教育制度、社会化などのプロセスを想定することで、
複数均衡が発生するものと想定している。だが現実の世界においては、必ずしも理論が想定す
るような明瞭な複数均衡は生じず、FSTが正の高い値となることは保証されていない。むしろ経
験的には、複数の集団で同じようなダイナミクスが生じると予測される。そのため、理論モデ
ルをそのまま実験室環境に再現しても、理論モデルの細部が再現されないため、文化的集団淘
汰のロジックを検証することは困難である。 
 そこで本研究では、協力を表現するモデルとしてしばしば用いられるスタッグハントゲーム
を n人 n戦略に拡張した。このゲームでは他の成員と同じ戦略を採用することが個人にとって
は合理的であるが、どの戦略が採用されるかによって、集団が得る利益は大きく異る。そのた



め実際の人間を対象とした実験においても、複数均衡が生じやすいと考えられる。さらに文化
的集団淘汰の理論モデルの多くでは、集団間で致死的な戦争があることが想定されている。だ
が実験室内で集団間に激しい競争がある場合、個人にとっては集団の利益を増大させることが
合理的となるため、文化的集団淘汰が想定するのとは全く異なるメカニズムによって、個人は
協力するようになることが想定される。そのため、本研究では集団間で稀に移住が生じ、それ
によって他集団における支配的な戦略と利得についての情報が得られる状況を想定した。もし
人々が利得に基づく模倣をおこなうならば、文化的集団淘汰のモデルから予測されるように、
集団に利益をもたらす行動が拡散する。こうした 2つの特徴を持つ大規模集団実験を実施した。 
 前節で述べた通り、文化的集団淘汰が想定するように、人間が持つ高度に可塑的な社会的学
習能力を所与とすると、集団間の僅かな差異が拡大し、複数均衡が生じる。文化的集団淘汰に
おいては、必ずしも従来の研究で議論されていたような、自然環境の差異（また異なる自然環
境への適応）がなくても、大きな文化差が生じうる。だが過去の研究では、国を単位とした相
関分析を通して、自然環境への厳しさと集団主義や厳しい規範、同調傾向の間に相関が見いだ
されてきた。そしてこれらの結果は、自然環境への適応として文化差が生じた証拠だと考えら
れてきた。だが国や集団を単位とした相関分析においては、歴史的な系統関係から生じる空間
的自己相関が統制されていないため、偽陽性（存在しないはずの相関が存在するという結論）
が得られやすくなる。そこで本研究では、ガウス過程回帰と呼ばれるベイズ統計モデル等を利
用し、空間的自己相関を統制した再分析を行った。 
 
 
４．研究成果 
 大規模集団実験の結果、文化的集団淘汰の理論モデルから予測されるように、複数均衡が生
じ、さらに他集団において集団に対してより多くの利益をもたらす戦略が、集団の境界を超え
て拡散していくことが確認された。だが理論モデルからの予測とは異なり、他集団からの移住
者が得ていた利得が不明な条件においても、集団に利益をもたらす戦略が緩やかに拡散してい
った。この条件では、利得に基づく模倣が不可能であったため、個人の試行錯誤学習によって
集団に利益をもたらす戦略が、それぞれの集団において発見されていった可能性が示唆される。
これは文化的集団淘汰の理論モデルにおいては、あまり考慮されることがなかったメカニズム
である。現実の人間は個体学習と社会学習を適切に組合せて、適応的に行動を調整・獲得して
いく。だが純粋な理論モデルが先行した文化的集団淘汰の研究においては、現実の人間が持つ
行動調整メカニズムをモデルに組み込むのではなく、期待される結果が生じやすい行動調整メ
カニズムのみを理論モデルに組み込むことが多かった。本研究で得られた、この予期せぬ結果
は、文化的集団淘汰の理論モデルにおける重要な問題を浮き彫りにしたものである。近年注目
を集める、文化的集団淘汰という理論的枠組に対して、再考を迫る重要な結果である。 
 多国間比較文化データの解析においては、2 つの異なる方略によって空間的自己相関を統制
した。まず各国を地理的・文化的に近接した 6つの地域に区分し、それぞれの地域を変量効果
とした階層モデルによる分析である。この分析は、文化間の空間的自己相関が生成された具体
的なプロセスの細部を抽象化することで、サンプルに大きく影響されにくいロバストな結果が
得られると議論されている。もう一つは、機械学習などの分野で注目されるガウス過程回帰モ
デルによる分析である。国ごとの切片が複数の距離行列に従って相関するという前提をおくこ
とで、国間の地理的距離や遺伝的距離から生成される相関を統制し、予測変数と結果変数間の
関係を推定する手法である。共同研究者であるリチャード・マカリスが、応用ベイズ時計モデ
ルの教科書の中で、文化進化の研究領域における有望な手法として提唱し、採用を勧めている。
2 つの手法を用いて、自然環境の厳しさと集団主義や規範の厳しさにおける文化差の関係を検
討したところ、多くの変数において、過去の研究で得られたのとは異なる結果が見いだされた。
すなわち、空間的自己相関を統制せず、偽陽性が発生しやすい相関分析で得られていた予測変
数と結果変数間の相関が、本研究が行った分析では消失したり、弱い関係しか見られなかった
のである。これは、集団主義や規範の厳しさという、協力に影響を与える文化差が、自然環境
への適応として説明される割合は小さいことを示し、文化的集団淘汰が想定するようなプロセ
スによって、僅かな集団間の差が拡大していった可能性を示唆するものである。 
本研究は、大規模集団実験と現実世界から得られた多国間比較文化データの解析を通して、

マクロな観点から文化的集団淘汰の妥当性を検証することを目指した。受入研究機関であるマ
ックス・プランク進化人類学研究所・文化生態行動部門は、文化進化に関する理論研究からフ
ィールド研究に至る多様なエキスパートが集う世界でも有数の研究機関である。共同研究者で
あるリチャード・マカリス教授らは、文化進化の理論研究とともに、応用ベイズ統計モデルを
駆使したフィールド・データ解析において著名である。同教授らの専門知識と申請者の大規模
集団実験に関する経験を組み合わせることで始めて、これらの研究が可能となった。その結果、
文化的集団淘汰という、生物としてのヒトの特殊性を踏まえながら、我々が見る社会の成り立



ちを説明しようとする理論的枠組みが持つ問題と、その可能性を見出すことが可能となった。 
 文化的集団淘汰は、文化進化や進化社会科学の領域で大きな注目を集めているにも関わらず、
理論の難解さによって、実証研究者から誤解されることが多く、その結果として十分に実証さ
れてこなかった。本研究は、文化的集団淘汰という理論枠組みを熟知した研究者による国際的
共同研究によって、これまでになかった新たな知見を世界に先駆けて見出すことに成功したも
のである。 
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